
 

 

 

 

 

 

 

５月１１日（土）に、参観授業・ＰＴＡ総会・学年懇談会が行われました。土曜 

日ということもあり、多くの保護者の方の参加をいただきました。自分が授 

業で輝く姿を、多くの保護者に見ていただき、生徒たちの表情も輝いていま 

した。来校いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

  

 ５月１１日（土）に、第１回太華中学校学校運営協議会が行われました。学校運営協議会とは、地域

住民や保護者などから構成され、学校運営や学校支援など、様々な面で学校をバックアップしてい

ただく組織です。第１回目は、今年度の学校経営方針の承認や、今年度の活動計画などを話し合い

ました。「誰もが通いたくなる学校」の実現に向け、学校運営協議会の方々のお力をお借りします。

今年度の委員は以下のとおりです。（敬称は略させていただいています） 

〇会長 小牧俊一郎 〇副会長 松本雅裕 

〇委員 佐藤英雄・石丸篤志・岩田美智子・吉岡一紀・高橋遼太・池田悦孝・田中一志・八木伸江 

  池田悠・河村雄大・伊藤豊文・内山洋子・坪金裕子・山本謙介・三森恵子・兼丸佳子・岡千夏  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

５月１８日（土）・１９日（日）に、周南市内の中学校の運動部や、クラブチームが参加する大会が行

われました。各会場で熱戦が繰り広げられ、日頃の練習で培った力を、全力で発揮しました。額に汗

して、仲間と共に勝利を目指す生徒の姿は輝いていました。主な結果は以下のとおりです。 

〇団体の部 男子卓球部：第１位 女子バレーボール部：第２位 女子バスケットボール部：第２位 

女子卓球部：第３位 サッカー部：第３位  

〇個人の部 F・Ａ（男子卓球部）：第３位 

 

 

学校運営協議会委員の松本さんに、学校の花壇にひまわりの苗を植えて 

いただきました。この苗は、昨年度学校の花壇に咲いていたひまわりの種を 

取り、松本さんが自宅で育てていただいたものです。整美委員が毎日水をや 

り、大きく育てます。 
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５月２１日（火）に、図書館に新しい本を購入するために選書会を行い、１年 

生が参加しました。読書の面白さを生徒に伝えるため、講師として、下関市で 

児童書専門店を営んでおられる横山眞佐子さんたちをお迎えしました。横山 

さんが、数冊の本を紹介するブックトークをされたのですが、その内容や語り 

口が素晴らしく、生徒たちは、まるで魔法をかけられたように、本の世界に引 

き込まれていました。その後、生徒たちは、自分が読んでみたい本を熱心に選 

んでいました。生徒の希望が多かった本を購入し、図書館の蔵書とする予定です。 

 

 

 本校では、生活委員会が中心となり、「５Ｓのあいさつ」を目指しています。 

５Ｓとは、Ｓｐeed（相手より先に）・Spark（大きな声で）・Ｓｍｉｌｅ（笑顔で）・St 

op（立ち止まって）・Ｓpirits（心をこめて）の頭文字です。全校生徒が、地域や 

校内で５Ｓのあいさつができるよう、生活委員があいさつ運動を行いました。 

お手本となるあいさつをした生徒に、それを証明するカードを手渡す工夫も 

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 28 日（火）～２９日（木）に３年生が修学旅行に行きました。１日目は奈良市の東大寺や薬師

寺を見学しました。雨天の中での見学でしたが、生徒はスケールの大きな歴史的遺構の迫力に圧倒

されていました。２日目は京都市内の班別自主研修でした。生徒は、多くの観光客や、複雑なバス路

線に戸惑いながらも、自分の力で目的地を回ることに達成感を味わっていました。３日目は、待ち

に待ったユニバーサルスタジオジャパンでの自由行動です。様々なアトラクションや、ショッピングを

心ゆくまで楽しんでいる姿が見られました。３日間をとおして、私が感心したのは３年生が、自分で

考えて適切な行動できることでした。修学旅行中は、教員に指示されるのではなく、生徒たちに任

され、自らの判断で行動する場面が多くありました。その状況で、生徒たちは常に仲間と協力し、ル

ールやマナーを守って行動していました。修学旅行で、３年生全員が輝く姿を見ることができました。 

  

 

周南市春季体育大会での出来事です。ある女子生徒が、試合に出場できずに落ち込んでいる生

徒や、試合中に思うようなプレーができずに悔しがっている生徒に、さりげなく近寄り、元気づける

言葉をかけている光景を目にしました。日頃から苦楽を共にしている仲間を気遣い、思いやる姿は

輝いていました。 


